
令和６年度 第２回・岡山県地方独立行政法人評価委員会 議事概要 

 

１ 日時 

  令和６年７月２２日（月）10:00～12:00 

２ 場所 

ピュアリティまきび（岡山市北区下石井２－６－４１） 

３ 出席委員 

萩原委員長、小田委員、清水委員、秋山専門委員、桑原専門委員 

４ 議事 

（１）公立大学法人岡山県立大学 第４期中期目標（案）について 

５ 内容 

総務学事課から説明後、質疑応答 

 

委員発言要旨 大学・事務局発言要旨 

それでは総務学事課からご説明いただき
ました第 4期中期目標について、ご意見、
ご質問をいただきたいと思います。総務学
事課の皆さんも多分３年前後で異動にな
る中で、今この第３期から第４期の目標作
りに入っているわけですけれども、第３期
中期目標は、前任の方々がお作りになって
いて、今、総務学事課職員からご説明いた
だきましたが、Ａ３横の資料２の整理です
ね、私としたら大変分かりやすく、よくま
とめられたなと、無駄なところが整理統合
されて、よく頑張られたなと評価したいと
思います。それを資料３で、何ページにわ
たるんでしょうか、説明をいただきました
けれども、多分大学側もこれから計画作り
に入るのに県から提示された目標素案と
したら検討しやすいものになっているの
ではないかと思います。前もってネットで
資料が配信されたので拝見しましたが、ど
うしても詳細に読めませんので、紙ベース
で今またご説明いただき、さらに理解が深
まったところです。委員、何かご意見等い
かがでしょうか。 

 

はい、私も非常に簡素化したといいます
か、見やすくなったと思います。逆に具
体性に欠けるのですが、それはこれから
大学にお任せするという意図があるのだ
と思います。むしろ大学の自由な判断が
期待できるということでかえって良かっ
たのではないかと思います。 

 

ＣｈａｔＧＰＴやＡＩを総称してデジタ
ル化への対応とありますけれども、ＡＩや

 



デジタル化への対応などそういう言葉を
もし大学が計画の中で使いたいなら、上手
くやればいいんじゃないかなと思います
ね。委員いかがでしょうか。 
今日は大きな目標の設定なので、コメント
するほどでもないというか、特に問題にな
るところはないかと思いますし、第３期で
課題に上げていらっしゃいました地元定
着であるとか、リカレント教育について重
きを置いた表記になっていると思います。
特におっしゃられた通り体系図における
項目というのは非常にすっきり、分かりや
すくなっていると思います。なかなか苦労
されているというか、自己点検・評価と広
報活動をまとめているところなど少し苦
しいかなと思ったりもしますが、あえてコ
メントすると、自己点検・評価という言葉
を使い続けるのか、先般受検された機関別
評価のように内部質保証という言葉を外
に出していくのがいいのかというところ
は少し考えていただけるといいかなと思
っています。 
大学に対すると言いますか、これは総務学
事課に対する第４期中期目標というより
は今後の長期的な岡山県における高等教
育のあり方も当然視野に入っているかと
思うのですが、昨今、私立大学の経営が厳
しい中で、文部科学省としては撤退すると
ころを手厚くするということを言われて
います。県立大学も決して経営が楽なわけ
ではないですし、比較的規模の小さい岡山
県立大学の場合は、県立大学ですから、将
来、第４期よりさらに先を見据えたとき
に、課題であげていただいているような１
８歳人口の減少や東京一極集中などが、こ
れから先、改善するかどうかは全く見込め
ないところですが、その中で岡山県立大学
の果たす役割はますます高くなっている
ということ。岡山県立大学だけが高くなっ
ているのか、それとも高等教育に対する期
待が高まっているのか。この１０年間大学
が何とか生き延びてきたのは１８歳人口
がどんどん減ってきていても、大学進学率
が上がっているからという感じ。今後、大
学進学率が頭打ちになってくると、当然、
大学入学者数は減ってくる。みんな大学に
行くのが当たり前になってきた時代に大
学の役割とは何だろうか。岡山県として高
等教育、さらに大学院教育なのかもしれま
せんが、どういう役割が必要なのかという

 



ことを考える方向に進んでいくのか。もし
くは、地元に残る、地元の産業の振興とい
うのが大学の目的の一つでありますから、
そこに向けたところにフォーカスをずっ
と置いていくのか。それによって目標の立
て方、あるいは目標に沿った計画の立て方
が出てくると思うのですが、短期的にとい
いますか中期的なのか、この第４期におけ
る目標、それから秋冬に作られる中期計画
は、地に足をつけてしっかりとした答えが
出てくると思うのですが、その先はどうし
ましょうか。これはこの目標に対する意見
というよりは、県の方向性などを少し伺っ
ておくと、教育に携わる者として参考にな
るかなと思いました。 
目標だけですので、第３期を整理されても
う少し分かりやすい形にされたというこ
となので、目標自体が大きく変わったとい
うよりは、位置付けを移動したり、簡略化
したり、統合したりという形だと思うの
で、それについて何か申し上げることはな
いと思っています。目標は県、計画は大学
でしょうか。私学ですとどちらも私達がや
るんですが、役割が分かれているというこ
とですか。 

ありがとうございます。おっしゃる通りで
ございます。前回もお話したように県で課
題を整理させていただきまして、第３期中
期計画では概ね目標を達成しているけれ
ども、まだ課題としてこのようなことがあ
ります、ということで７つ挙げさせていた
だいております。第４期中期目標（案）の
中に７つの課題をそれぞれ落とし込んで
おります。この中で一番重要な、忘れては
ならない目標として重点目標を決めさせ
ていただきまして、県が設置している大学
であるが故に大学に来られる方が県内に
定着し、県内の企業等に就職等していただ
きまして、県の活性化や産業の振興に繋げ
ていく。その手段として、吉備の杜創造戦
略プロジェクトの取組等を踏まえまして
地域連携教育やリカレント教育などの充
実も図りながら、地域に貢献していく大学
であり続けたいという大きい目標は変わ
ることなく進めたい。 
このことは、知事にも説明いたしまして継
続してその方向でやっていただきたいと
いうお話をいただいております。第３期の
課題整理がありまして、それに対して第４
期の目標設定という流れになっておりま
して、先ほど言われました中期目標期間の
途中で新たに課題が出てきたときには、議
会や評価委員会にお諮りして目標の修正
等もあり得るとは思っております。 
とりあえず中期目標でございますので、こ
の６年間、先ほど委員の方からお話がござ

私の理解では８月下旬から９月下旬にか

けて、岡山県の補助も頂きながら運営して

いる県立大学ですから、パブリック・コメ

ントをいただくわけです。その間も、多分

同時並行してコミュニケーションしなが

ら、目標と計画は進めて行かれるんだろ

う。パブリック・コメントの前後からより

一層連携されるんじゃないかなと理解し

ています。 

先に目標が決まるということは、例えば計

画の中で新たに課題が出てきた場合はど

うするのか。 

割り切った言い方すると、県からの提示は

暫定的なものとして県大では年末に向か

って計画作成を進めていくことが大事だ

ろう。県議会で議決を頂き、年内には正式

に目標が決まってきますから年明けから

さらに進めていくという理解をしている

んですけれども、いかがですか。 



 いましたけれども、大学進学率が高くなっ
ていったので大学入学者数は減っていな
かったが、これからは大学入学者数が減る
時代になってくる。それを踏まえてどう考
えていくのかということが令和８年度ぐ
らいから出てくるのではないか。先日、新
聞に出ておりましたけれども、２０４０年
ぐらいには年間何万人も生徒が減ってい
き学校として経営的な問題も非常に大き
くなってくるという記事もございました。
たちまち、この６年間を考えていくとき
に、令和８年から生徒が激減していくとい
う訳でもないと考えています。今、入試の
倍率が 1.0 倍を切っている訳ではござい
ませんので、すぐに生徒が減るとは考えて
いませんが、今までもそうでありましたけ
れども、今の高校生により魅力ある学校と
なるよう、これからも努力していきたい。
それから地域貢献ということで地元から
より多く通っていただける学校にしてい
けたらなと思っているところであります。 

この中期目標を立てるときに、大学側との
やり取りは既にあったのか。つまり大学は
課題を出されるだけなのか、それともこの
目標を作るためにもう既にお話し合いが
されているのか。 

事務レベルで話をさせていただいており

ます。 
 

第３期ではグローバル化に関する目標が

中項目で出されていたが、地域貢献・国際

交流と一体になったことで何か議論はな

かったのか。元々は違うものだと思うんで

すけれども、例えば、グローバル化に関す

る目標だけを項目として立てるのは少し

難しいということだったのか、そのあたり

はどうでしょうか。グローバル化というの

は大切だと思っている。 

これにつきましては、県立大学の学部の関

係から、なかなかストレートにグローバル

を受け止められない面もあり、今実際やっ

ていることは国際交流が主になっている

と思いますので、県立大学として取り組ん

でいる中での若干の課題を県に申し上げ、

それを踏まえて今回修正していただいて

いると思っております。そういう中で、国

際交流と名前を変えて打つ部分と、英語教

育については教育のところで、というお話

がありましたので県立大学としてはそう

受けとめさせていただけたらいいのかな

と思っています。そうすると目標では教育

に出てきていないところがある、という疑

念はありますが、そのようなところを県で

確認いただきながら、中期計画を作る段階

では、英語教育は教育のところで書いて、

交流については国際交流のところで書い

てということをイメージしているところ

です。 



ありがとうございます。これまで力を入れ

てきた英語教育が埋もれてしまうのはど

うかなと思いました。それから、教職員の

確保・育成だけが新規で設定されている。

他のところは移動したり、統合したりとい

う形ですけれども、教職員となっています

が、これは教員のことでしょうか、それと

も事務職員のことでしょうか。高度な専門

性や優れた事務処理能力というのは、教員

の採用ですと専門性ですけれども、ここに

書かれている育成はいいのですが、確保と

いうところは、どう解釈すればいいでしょ

うか。 
 

県立大学の状況を申し上げますと、法人化

したときには全ての事務職員が県からの

出向だったのですが、法人化してプロパー

職員の採用を進めてまいりまして、プロパ

ー職員の比率が高くなってまいりました。

そろそろ管理職という段階になってまい

りましたので、プロパー職員が大学運営に

携わっていくことになっていきますので、

そういった意味での育成が必要と考えて

います。教員につきましても、確保という

のは、時代の流れの中でやっていかないと

いけないので、こうした状況を県にお伝え

したところこういう形での目標が示され

たという認識です。 

この書き方だと、どちらなのかなと思いま

すし、教員に優れた事務処理能力を求めら

れてもと思いました。でも、教職員となっ

ていますし、「持続的に教育研究活動等」

が入っているので推進するなら教員なの

かなと思い、意図がよくわからなかったの

で質問させていただきました。 

 

今、委員がおっしゃられたように、グロー

バル化は重要な事だと思います。グローバ

ル化を国際交流に置き換えるのは、何か夢

がないような感じがします。その他は、分

かり易く示された内容の第４期中期目標

になっていると思います。その中で、質問

ですが、大学院志願者の増加を目標とされ

ていますが、現在の状況は内部進学者と外

部進学者どちらが多いのでしょうか。 

大学院生ですが、学部によって多少比違い

ますが、概ね内部進学が多いです。外部か

ら来られる方もいらっしゃいますが、それ

も学部や学科によって少し差があります。

全体で見ますと、内部進学が多いです。 
 

これからの時代を考えますと、社会人が大

学院に入って、もう一度勉強しようという

方も増えると思います。志願者を増やすに

は、社会人の方も対象に加えるということ

も考えていかないといけないかなと思い

ます。今後、大学院は、どのような特徴が

あってどのような研究をしていくか、如何

に魅力をアピールしていくかということ

が重要になってくると思いますが、どの様

な方向性をお考えですか。 

ご指摘ありがとうございます。私個人的に

は、社会人が大学あるいは大学院で再び学

んでいただくことは非常に重要だと思っ

ておりまして、県内の産業を高めるには、

そういう形で自分の目の前の仕事だけで

はなくて、もう少し広い視野を持った方々

が増えていくのが非常に大事だなと思っ

ています。具体的にどうするかに関しては

あまり検討できていないんですけれども、

実は私２０年近く前、岡山大学のときに県

立大学で大学院の１科目だけ非常勤で来

させていただいた経験があります。その時

には、社会人の方が数名、私の講義を数年

間取っておられたんですが、いつの間にか



来られなくなりました。県立大学へ昨年来

たときにお聞きしても、今、社会人の大学

院生はほとんどいないとお聞きしていま

す。 

岡山大学のような国立大学はどちらかと

いうと博士課程の社会人教育がかなり重

要視されるのですが、県立大学の場合、あ

るいは公立大学法人の場合は修士課程の

大学院生も育てるような、先ほど目標のと

ころで多様な教育機会の提供というのが

ありましたけれども、そういう形で考えて

いければいいなとは思うのですが、多分大

学関係の方はよくご存知ですが、修士課程

の場合は授業科目を大体２年間で１０科

目ぐらい取らないといけなくて、研究はそ

れぞれの会社あるいは社会人としての研

究の動機とかでテーマ設定ができると思

いますし、時間的にもある程度フレキシブ

ルに進めることができるんですが、授業科

目だけは大学に来ていただかないと駄目

ですので、文科省さんがオンラインをうま

く使った形での講義をもう少し認めてい

ただければいいなとは思っているところ

です。そうしたことについては今後検討し

ていきたいと思っています。 

１０科目ですか。 
 

おおむね１０科目、２０単位ぐらい取られ

ているみたいです。ですから、夕方開講と

かオンラインをうまく活用するとか、そう

いう形がもっとやりやすくなればいいな

とは思っています。 

それから、県大の方々はそうやって大学

院、それから岡山大学の場合は、博士課程

もですが、長期履修制度があるので、履修

年限を２年ではなくて修士課程の場合で

したので、３年、４年とか学生さんの状況

に応じて設定は可能なので、そういう形も

できればいいなと思っています。ただ、そ

うしたときに、県内の企業の方々に来てい

ただけるかどうかが分からないので、その

辺りの感触はどうでしょうか、というのを

逆にお伺いしたいところです。 
ありがとうございます。内容がわからなけ
れば進学もできないので、内容がわかれ
ば、進学される方もあるかと思います。 

 



１年で１０科目、今とりあえず２年間。 授業科目は２０科目。それ以外に修士研究

がありますので。 

一般的に学生さんは１年間、大学へどのよ

うに出向くようになりますか。 

進学してきた学生さんの場合、修士１年生
の前期、春から夏の学期で、ほとんど８科
目ぐらい取って、後期にあと２、３科目取
るというパターンが多いです。大体、修士
１年の間に授業科目は全て揃って、あとは
研究だけという形で進めるケースが私が
所属していたところでは多いです。そうい
う形でいくと半年、３か月ぐらいです。そ
の間結構、授業に出ないといけないことが
多くなる状況で、会社の方々にはやりにく
いところかもしれない。 

県立大学として、地域の企業との連携をも

ちろんやっていかないといけないですけ

れども、リカレント教育から言うと、今、

６５歳の定年が当たり前になってきて、多

分４、５年のうちに７０歳になると思いま

す。ただし、６２、６３歳とか非常に柔軟

な勤務体系になってきて給料は下がるけ

れども週４日勤務でいいですなど。企業の

目標のために勉強することから、自分の人

生の自己実現のために勉強するという勉

強の目標が変わってくる可能性もあるの

で、そうなったら今たちまち自分の会社が

これまでこういうことはマーケティング

をやってきたけれども、６５歳ぐらい、今

人生１００歳時代ですから自己実現のた

めに自分のこれまで学びたかったことを

会社とは特に関係ないけれどもやりたい、

そういうニーズも出てくるんじゃないか

と思います。そういうことを上手に何か商

品化してアピールしていけたら、そういう

促しにも繋がっていくんじゃないかと思

います。 

ありがとうございます。その辺りも少し考

えたのですが、岡山県立大学の場合は、デ

ザイン学部以外は実務者を育てる学部が

多いですので、これからは同じ企業で１０

年ぐらい専門的な能力で活躍しても、時代

が変わるとまた別の新たな能力を身につ

けないといけなくなってくると思います

ので、３０代から４０代ぐらいのところで

再度入学していただける方が出るといい

なとは思っているところです。 
 

おそらく大学院に入学して、自分の研究力

を上げることは、必ずしも入学しなくても

共同研究などを実施すれば会社のエンジ

ニアの方も研究力を上げることができる

と思います。それで大学院に入学すると、

修士あるいは博士の学位を取る。その修士

や博士という学位を取ったことに関して、

どの程度評価されるのか、その企業に入っ

たときにどう評価されるのか。博士になる

とおそらくそれなりに評価は高い。修士で

はどうなのかということで全国的に問題

になっていて、研究力を上げるだけなら別

に入学しなくても共同研究で十分じゃな

いかということがあって、なかなか社会人

の修士課程への入学は鈍化しているとい

うことは全体的にはあるようです。その辺

りがＭＢＡなどになってくるとまた別の

評価をされるのでしょうが、私、情報工学

部ですけれども、工学系の修士の学位がど

の程度評価されるのかということはあり

ます。 



何のために学ぶかですね。単になんか見栄

えのために学ぶものではないですもんね。 

大学院教育は非常に重要なことで、規模の

小さい公立大学がどうするか。しかも、地

域貢献というところに焦点をあてた場合

にどうすればいいのか、一番難しいところ

ですね。私も機会があれば企業の皆様方と

お話をさせていただいて、企業の方がマス

ターを取った方を希望していらっしゃる

か、これからどう一緒に歩んでくださるの

か、この辺りをいつも聞いています。大学

院を卒業された方が企業に入ってくると、

腫れ物に触るような形になっていらっし

ゃるところが多いという話を聞きまして、

これでは、お互いに上手くいかないのでは

ないかということです。我々の大学の教員

もあまり大学院教育を重要視していない

というのはおかしいですが、学部までで完

結させていくような教育でずっと来てい

ますので、その上のところがまだ洗練され

てない、ということに私気付きまして、こ

こを何とか打破しないと社会に貢献でき

る大学院生が輩出できない。今お話した社

会人の方に来ていただくのも大歓迎です

というか、これからはそうでないと学生を

確保できない、大学院に入学される方がい

らっしゃらなくなると思っていますので、

ここを最優先にこれから考えないといけ

ない。先ほど、副学長が申しましたように

結局２０単位と１０単位の研究を合わせ

て３０単位取らないといけないのですが、

かなりショートカットして、期間を短くし

ながら、学び方を考えながら、おそらく社

会人の方はのんきにできない、時間的な制

約があり、のんきにするとダラダラと何年

間も在学される、ということもありますの

で、これは大学側で考えれば、できること

ではないかと思うのです。大学院教育がど

のようなものかご理解いただけるように、

もう少し話し合いが必要ではないか。これ

が次の第４期の目標・計画に反映されるよ

うにしなければいけないと思います。 

資料１の裏に大学進学者数の減少という

ことが書いてありました。１８歳人口のピ

ーク時より１８歳人口が半分近く減るに

もかかわらず、大学進学者数が増えてい

岡山県の進学率は全国平均程度と思いま

す。 
 



る。これは本当ですかっていうか本当なん

ですよね、２０２２年の数字ですから。こ

ういう数字を取れるのであれば、全国では

なくて岡山でこういう数字が取れないか

と感じているのですけれども、無理なんで

すかね。全国平均と同じように大学進学率

が１８歳人口ピーク時には２６．３％だっ

たのが、２０２２年には倍以上になるわけ

ですね。これは事実な訳でして、令和８年

にはさらに上がっていく。岡山でも同じ傾

向が見られるのでしょうか。岡山県立大学

に関係して岡山のこういうデータがあれ

ば見やすい。 

岡山における大学進学者数というのが大

体分かりますので、岡山の大学進学率がそ

れほど低くはないということ、分かりまし

た。ある意味安心しました。 

そこから派生するのが、先ほど申し上げら

れた学校が維持できるのかという問題に

なりますが、競争率は概ね２～３倍ありま

すので、たちまち１倍を切るという話では

ないと考えているところです。 

将来的には人口自体が減っていくのでど

うしようもないことなのでしょうけれど

も。 

 

前回、私は突拍子もないことを言いまし

て、課長には苦しい中コメントをいただき

ましたが、岡山県の公立大学のあるべき姿

といいますか、第３期から第４期の目標は

基本的に変わらない姿で作っているんだ

けれども、もっと打って出るべきではない

か。先ほどのこぢんまりとした大学とおっ

しゃいましたが、３学部体制からもっとバ

ラエティーに富んだ大学にしていく。自分

が言うとおかしいのですが弱小私立を取

っていくぐらいのつもりでいくのか。それ

では経営的にますます厳しくなっていく

のかもしれないけれども、様々な県民の要

望に応えるには、そういうこともあるのか

なと。そういう長期的に大学をどうしてい

くのか、怖いことを言うと、もうなくても

いいんじゃないかという議論もあっても

いいと思います。そういったことを県庁の

中、あるいは大学と話をしているかどうか

というところが長期目標を立てるときに

は必要なことだと思います。最終的には今

の形で必要でしょうということになると

思いますが。私、常々、公的なセクターの

今、先生非常に良いことをおっしゃってく

ださったと私は思っております。先生がお

っしゃってくださったとおり、高等教育の

在り方、これから大学はどうなっていくの

かということをしっかりと捉えておかな

いと、おそらく今の第３期の６年間と比べ

て次の第４期の６年間はスピーディーな

感じで社会が変わっていく。そこで大学に

入ってきて学生が何を学んだか、あるいは

社会の皆さんが恩恵を被ったかどうか。そ

このところから話合っていかないとなか

なか難しいと思っております。今おっしゃ

ってくださいましたように、設置団体と

我々大学とが十分にディスカッションし

ながら先の６年間をどうするか。これをや

らないといけないということは重々分か

っておりまして、ここに来るまでもいろい

ろとご相談させていただいて、かなり我々

のわがままも聞いていただいたと私は思

っております。例えば、３ページに「中期

目標の教育研究上の基本組織」と書いてあ

ります。ここに、今まではきっちりと学部

研究科のユニットを書き上げて来ていま



あり方を考えるのですが、赤字だからやめ

てしまうという資本主義的な考え方では

成り立たない分野があると思います。教育

もそう、我々がやっている医療もそうなの

ですが、不採算な部分、例えば、地場産業

のためにこういう人材育成が必要だけれ

ども、みんな育成してくれないじゃない

か、だったら県がやるぞ、というのであれ

ばこれは非常に存在意義があると思う。で

すから、今の話の中で大学院の教育も出ま

したが、例えば、企業が大学院で勉強した

人じゃないと取らないよ、と言ってきた場

合に県立大学がそういう人を育てている

から取ってくださいね、ということになる

と思う。ところが、地場産業の振興と言い

ながら、言葉が悪いですが、うち中卒でい

いですよ、もう現場でたたき上げるから、

と言われるのなら地場産業にとって、高

校、大学の意義がなくなってしまう。でも

実際そうではなくて、きちんと高等教育を

受けて知識と技術を身につけた人が地域

の企業にも必要だ。先ほどグローバルな話

が出ましたけれど、例えて申し訳ありませ

んが、海外に展開する地場の企業がたくさ

んありますよね。そういう人を育てるため

には、やはりグローバルな視点を持って、

岡山県の企業に勤めたいという人を育て

るのはまさに県立大学の役割じゃないか

ということを先ほど学長がおっしゃった

通り、企業、産業界とも相談しながらやっ

ていく。そのようなことを中期目標といい

ますか長期の展開として頭に置いておく

と、どういう学部構成でどういう大学院教

育をして、どう教職員の質を上げていくの

か。先ほど委員からもありましたけれど

も、教職員においてもこういう人が欲しい

んだとか。全く触れられていませんけれど

も、１８歳の日本人が減っていくんだった

ら、今、国公立大学の大学院というのは留

学生がかなりの割合を占めていますが、そ

こをどうしていくかといったことも含め

て考えていくのが、これからの仕事なのか

なと思います。大変だなとは思いながら、

他人事だからこれだけ勝手なこと言って

す。ところが、この第４期には、我々の３

学部が横に組織を融合させながらの一つ

のあり方を示さないと、これから発展しま

せんよ、ということを役員会はじめ学外の

皆様が何度もおっしゃってくださってい

ます。今後考えないといけないと私自身思

っておりまして、それをお話させていただ

きましたら、今回の中期目標のところで、

第４期には組織・ユニットを示さない、と

いう判断をしてくださいました。これは非

常に大きなことではないか、ここにある程

度の自由を持たせていただいたと感謝を

しております。ただ、この先どうするかと

いうのが大変でして、ここは十分話し合い

をさせていただきながら、とにかく特色あ

る岡山県立大学、これを前に出すにはやは

り核になるところが必要です。しかもそこ

に具体的な政策が入らないと説得力がな

い。ここまでは何とか見える形にして次に

進んでいただきたいなと感じているとこ

ろでございますので、秋山委員さんのおっ

しゃってくださったことを、もう一度我々

のところで考えさせていただきたいと思

っております。ありがとうございました。 
 

あえて県からどうという話ではなく、この

前もお話がございましたけれども、そうい

う地元の企業さんのニーズを大学と商工

会議所などが直接お話されて、どんなニー

ズがあるのか、中小企業さんがどんな人材

を求めているのかということを個々に把

握して、そこにどういう人間が欲しいの

か、人材育成のもとで何が役に立つのかな

ど、今、学長が言われたように、どんなこ

とが必要なのか我々で話をしながら、委員

のご意見を踏まえていけたらなと思いま

す。 



いるんですが、そういった視点をまた一緒

に意見交換しながら作っていけたらいい

のかなと思いますので、どうぞよろしくお

願いいたします。いろいろ思いつくまま喋

って恐縮です。 

私が常に言っているんですが、商工会議所

だと思うんです。各商工会議所にアピール

していく、マーケティングしていく必要が

あると思うので、そこに改めてそういう草

の根運動をやっていただきたい。まず、ど

ういう開発テーマが、活性化テーマがおあ

りですかとか。岡山に商工会議所は何か所

ありますかね。 

 

１２か所ですね。  

各市などにある商工会議所を取りまとめ

るのが、何という名前でしたかね。 

 

岡山県商工会議所連合会です。  

そういうところにご相談いただきながら、

ぜひその辺りのニーズを改めて整理され

たいということ。そういう中で、戦略戦術

を作ることと、やはり基本は学生ですから

岡山で地元で仕事をしたいと地元の愛情、

郷土愛みたいなものだったら自分はこう

いうことが得意だけれど、こういうことは

勉強したい、じゃあ県立大学は今こういう

カリキュラムでこういう学部、学科で、そ

うしたらこういうところが自分の行きた

いところとマッチングするな、というとこ

ろまで学生くんを置き去りにせずにぜひ

考えていただきたいと思います。 

それから、人口が減りますから規模じゃな

くて質です、絶対。ボリュームじゃなくて

クオリティです。いかに特徴あるクオリテ

ィを作っていくか。それが強みという言葉

で出てきたと思うのですけれども、規模じ

ゃなくて質。スマートでコンパクトも一つ

コロナ前までは、年に２人ぐらいタイだっ

たと思いますが、現地法人へお邪魔して現

地のエンジニアのグローバル化といいま

すか、そういうことを体験するということ

を実施しておりました。コロナが落ち着い

てきましたので、また再開しようかと思っ

ています。 
 



のキーワードになろうかと思います。それ

から前から言っていますけれども、差では

なく違い。ディファレンスをどう作ってい

くか。だから、３学部で小ぶりだというこ

とが逆にラッキーだと思うんですよ。一方

で委員が言われた、攻めていくというアグ

レッシブな気持ちも持たないといけない

ので、例えば３学部の中で情報化社会の中

で情報工学部もすごく大事ですし、それか

らデザインも建築が入って少し広がりま

したし、その中で新たな学科を設けて、よ

りアピールするなら４学部目を作るので

はなくて、今の３学部の中でカリキュラム

を増やして高校生たちにこの分野を勉強

したいな、だったらこの学部かという研究

もぜひ大学側の方でしていただけたらど

うか。２０～３０年前から総合政策学部が

各大学で設置され、要は、経営でも経済で

も何でもということであったかと思うん

ですけれども、今、いろいろな大学でござ

いますけれども、特に私立大学では。何か

そのあたり工夫をされることがあれば、３

学部の中で広げていくということ。そこに

はいたずらに量の拡大じゃなくて、やはり

質を求めるためにそういうことをしてい

くんだ、ということを忘れずにやっていた

だきたい。 

とにかく特徴あることやっていかないと、

この人口減少の中では。いつか人口が

8000 万人になるとなったら絶対、質だ。そ

れから国際化ですね。卑近な例で恐縮です

けれど、例えば、高専さんは毎年夏休みを

使って、うちの会社でも受け入れているん

ですけれども、上海の子会社をご訪問いた

だいたり、インドネシアの子会社をご訪問

いただいたり、そういう実例を見せること

がすごく大事だと思います。どんな説得よ

りも、外を見せれば、たったパスポートの

一つでも取って出ていくことによって、イ

ミグレーションで苦労したりとか、現地の

インドネシア人に一生懸命日本語を勉強

する子がいるのでそういう子たちに触発

されたりしますので、そういう機会を与え

るということがすごく大事だと思います。



限られた予算であるでしょうけれども、ぜ

ひぜひ海外留学もそうなんですけれども、

地元企業の中で海外進出されている企業

も相当数ありますから。うちなんかパラグ

アイまで会社を作っておりまして、思わぬ

ブルーオーシャンで良かったなと思って

いるんですけれど。ぜひそういう地元企業

のニーズに密着した地元教育を。トータル

でとにかくユニークだと。 

それから企業でいうとロイヤルカスタマ

ーです。ロイヤルカスタマーになるとお客

様が宣伝してくださる。そういうロイヤル

カスタマーを作っていく。高校生が入学し

たら後輩に、実学が学べるからおいでよ、

という質をぜひぜひいろいろと作ってい

けたらいいんじゃないかなと思ったりし

ます。 

今回、県が作られた目標ですけれども、こ

こからより多弁になるんじゃなくて、文章

が長くなるんじゃなくて、より概念化され

て、キーワードで何か訴えるような、キャ

ッチフレーズみたいにそれぞれ項目を落

とし込まれていったらいいんじゃないか

なと思ったりします。 

ぜひインドネシアへどうぞ。うちの会社は

いくらでもお受けします。 

最近、俄然、デザイン学部が元気になって、

社会から県大はデザイン学部があるから

得しているんだと言われ、頑張らないとい

けないって皆さんが思い始めています。若

い先生方が結構いらっしゃって、海外にど

んどん学生を連れて行ってくれています

し、協定校からもたくさんの学生が来てく

れて、すごく弾みがついたようです。さら

に、建築学科の教授が日本建築学会賞を受

賞しまして、これは快挙でございまして、

おそらく建築学科に来てくれる学生さん

も増えてくるのではないか。ちょっとした

きっかけですが、先生と学生さんが一緒に

なって動かれたらすぐに良い循環が見え

るんですね。だから、こういうことに投資

できるようにさせていただきたいなと思

います。 

やはり、山陽新聞です。親御さんが見ます

から。子供たちも時々は山陽新聞を見ます

から。お金かかりますが、上手に使ったら

山陽新聞の社長様は本学の役員でござい

ます。 
 



いいんじゃないかと思います。 

少し気になっていたのは、第３期であった

第１の中項目を廃止したのは、単純に機械

的にここは不要だからと最初説明を聞い

て思ったのですが、逆に記載しないことに

よって自由度を増すという意図があった

のかどうか。というのは、第１ １（１）

教育のところに、第３期で入っていたカリ

キュラム等の充実については残っている

のですが、組織の見直しが消えており、こ

れはどこに入っていくのか。つまり、組織

はもうこの第４期では見直さない、一応安

定したこの形の中で行うのかなと思った

のですが、この時期に組織の見直しを常に

考えていくのは、これから大学にとっては

必要だと思っているので、そのあたりはイ

メージして常に検討するという形を残し

ておかないといけないのではないかと思

います。 

それから、先ほどから出ている国際化につ

いて、学生の国際交流だけではないと思い

ます。英語教育を中期目標に記述するなど

して中期計画の中にきちんと記述できる

ようにしておくのがいいかなと思います。 

一見、整理してすっきりとした形ですが、

言葉できちんと残しておかないとそこに

何かいろいろ勘ぐってしまうので、きちん

と残すべき言葉はどこかに記載しておく

ことがこの目標では大事かなと思います。 

先ほどありましたように、公立大学もとて

も増えており、これからも増えると思う。

公立大学の中での競争もすごく激化する、

していると思う。しかも、公立大学の学生

は必ずしも県内の学生だけではないし、県

内に定着するわけでもない。そういうこと

を考えると公立といいながら、結局全部地

域の中で、いろいろな所に移動していると

いうことを考えると、県の内部でもう少し

広いニーズも考えないと、これから８掛け

７掛けの生徒数となっていく中で、公立と

いえどもなかなか定員の確保は難しくな

るのかなと思います。 

 

委員はグローバル化という言葉が欲しい

なとおっしゃられたんですね。 

 



はい、そうです。国際交流では小さくまと

まってしまっている感じがします。 

 

学長がおっしゃられましたけれど、今後、

デザインという言葉がウェルビーイング

じゃないですけれど、アートという意味で

どちらを広義にとったらいいのか分から

ないけれども、デザインなのかアートなの

か。アートということが、いろいろなとこ

ろに、人生のアートだとか、単に絵画とい

うのではなくて。デザイン学部がすごくい

い機能を持っているんじゃないかと思う

んですね。広げようと思えばいくらでも広

げられるし、また、その中で絞り込もうと

思ったら絞り込めるし、足そうと思えば足

せるし。次の第４期は県立大学としてもす

ごく大事になりますね。また、この６年間

はＡＩじゃないですけれど変化が激しい

でしょうね。 

そろそろ予定の時間を過ぎているんです

けれども、今日は誠に忌憚のないご意見が

出てきました。７月２２日の第２回目を受

けて８月８日にこう整理いたしましたと

いうことをした方がいいんじゃないかと

委員長としては思いますが、いかがでしょ

うか。結構多岐にわたって忌憚のないご意

見が出ていますので。 

ご意見を頂いたことで思いますが、具体的

な単語を入れていくのがいいのかもしれ

ませんが、とりあえず目標なので概括的な

言い方をさせていただいています。先ほど

お話がありましたように目標に組織を明

記しない。組織は目標にはなりえない、手

段だと思うんです。 

それを落とすというのは今回目新しいこ

とではあります。教職員云々という部分も

新たに入れさせていただいたのは、課題と

してあってそれは書かせていただくとい

う形できちんと整理をさせていただいた

上で、やらせていただきたいと思っていま

す。今日頂いた意見については、検討させ

ていただいて、それが反映されるかどうか

分かりませんけれども、より良くなる部分

については目標に反映させていきたいと

思います。 
 

委員どうでしょうか。８月８日にもう一度

集まる必要がありますか。 

 

言われるように、具体的なことについては

今後に回すということで私はいいと思い

ます。 

 

あくまで目標ですから、ここから作業を総

務学事課と県立大学にまずはお任せして、

それを私が変更事項を確認するというこ

とで、それを配信していただきましょうか

ね。 

はい。ご足労いただくような内容にはなり

得ないかもしれませんので。皆さんお忙し

いところお集まりいただくのは大変なの

で。 
 

それでは、私の方でチェックいたします。

忌憚なくやりますので、それでネットで配

信していただいて確認するということで

よろしいでしょうか。それでは８月８日は

なしということで、今日は忌憚のない３者

の意見交換ができたと思います。どうぞパ

ブリック・コメントに向かって、より素晴

らしい整理された目標になりますように

 



委員長としても総務学事課や県大のご意

見も聞きながら、進めていきたいと思いま

す。あとは私の方にご一任いただくという

ことでよろしいでしょうか。はい、ありが

とうございます。 
 

 


